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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 0 2 5 1 2 2 3 2 5 1 2 0 0
3 0 3 4 3 13 7 9 2 3 7 10 3 3 2 1
5 * 0 2 6 13 2 4 2 1 2 3 2 5 3 0
13 * 1 4 0 2 0 0 3 1 4 5 1 2 2 0
18 * 1 1 2 2 2 2 1 0 0 0 0 1 4 0
23 0 0 0 2 6 0 0 0 2 0 2 1 1 1 0
32 0 3 9 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0
35 * 0 0 6 10 4 6 3 4 8 12 3 3 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0
5 * 3 7 8 10 1 2 4 0 5 5 2 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 * 4 6 2 8 1 1 4 2 2 4 7 4 2 0
16 0 1 7 3 3 0 0 4 1 2 3 1 4 2 0
21 * 0 0 2 3 0 0 4 2 2 4 2 1 1 0
22 0 0 3 0 1 0 0 3 0 1 1 1 1 0 0
28 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0
31 * 0 0 2 8 0 0 2 7 12 19 0 4 1 0
34 * 2 3 1 5 0 0 1 0 0 0 3 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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井上 諒汰 8 15
梶原 聖大
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森田 雄次 17 32
大澤 仙斎 9 24
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足立 臣哉 2 15
石野 渉生 26 35
河野 拓海 0
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主審 豆塚　宣男 副審 小畑　治
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戦評
【総括】本大会5日目第2試合は、2勝2敗のイーブンで勝ち越したい立命館大学と、0勝4敗で勝ち星が欲しい関西大学
との試合となった。試合は序盤から両チームともにファウルの混み合う苦しい展開となった。激しいディフェンスからのブ
レイクや、3Pシュートで得点を重ねる立命館に対し、関西大はセットオフェンスからの合わせなどで得点を重ねた。前
半、立命館リードで試合を折り返して後半に入り、そのままに立命館の勢いは止まらない。関西大は激しいディフェンス
や3Pシュートなどで追い上げを見せるも、点差は縮まらず82-70で立命館大学が勝利した。

【第1ピリオド】立命館#35福永のシュートから試合が動き始める。両チームともに激しいディフェンスのために、ファウル
の混み合う展開となった。立命館はディフェンスからのブレイクなどで点数を重ねていくのに対して、関西大はセットプレ
イからの合わせのシュートで応戦する。ピリオド終了間近まで点差が広がらない状況が続くが、立命館#3服部のブザー
ビート3Pシュートが決まり、22-16立命館リードでで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】開始早々、立命館#3服部のバスケットカウントが決まる。そのまま勢いに乗りたい立命館だが、関西大#5
石野、#34井上の連続3Pシュートや、#16大澤のジャンプシュートなどで逆転に成功する。点差を突き放したい関西大は
オールコートからのゾーンプレスでプレッシャーをかけるが、立命館#3服部に破られ、関西大#11森田のアンスポーツマ
ンライクファウルでたまらず関西大がタイムアウト。流れを変えたい関西大だったが、立命館#18葛原の連続シュート、
#32大野の3Pシュートが決まり、41-31の立命館10点リードで第2ピリオド終了。

【第3ピリオド】立命館#35福永のゴール下シュートから後半開始。ここから約4分間両チーム一進一退の展開が続く。点
差を縮めたい関西大は再びオールコートゾーンプレスでプレッシャーをかける。関西大は#34井上のロング3Pシュートな
どで得点するも立命館の勢いは止まらず、58-45の13点差でたまらず関西大タイムアウト。関西大#11森田の3Pシュート
で点差を縮めるが、すぐさま立命館#3服部のドライブなどで再び点差を広げる。62-48の立命館リードのまま、最終ピリ
オドを迎える。

【第4ピリオド】開始から両チーム互いに点の取り合いになる。相手を突き放したい立命館だが、関西大#11森田、#0足
立の好プレイによりなかなか点差を広げることが出来ない。対する関西大は#11森田の3Pシュートや、#21窪田のゴール
下などでじわじわと立命館に詰め寄る。点差が一ケタまで縮まったところで立命館がタイムアウト。関西大の激しいディ
フェンスで攻めあぐねるも粘り強くリバウンドをとり、立命館#3服部のブザービート3Pシュートが決まり、82-70で立命館
大学の勝利となった。
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